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吉川榮和　会長
　共生の思想の新たな展開を目指して
シンビオ社会研究会の会員情報・役員リスト
活動報告
・関西講演会・懇親会　報告
・東京講演会　報告
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・国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加
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2016年度の主な活動実績

4月28日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　関西シンビオ講演会(黄檗会との共催：京都）
8月24日　　 第２回理事会・第1回研究談話会(京都)
8月30～
　　9月 2日 ＩＦＡＣ/ＨＭＳ国際会議に協賛(京都)
9月26～28日 ＩＳＳＮＰ2016に協賛(京都)
10月 2日～
　　　　7日 ＰＳＡＭ13国際会議に協賛(ソウル)
10月31日　　第3回理事会・第2回研究談話会(東京)　　 
12月 2日　　第4回理事会・東京シンビオ講演会
2017年
1月27日 　　第5回理事会・第３回研究談話会(京都)
3月 7日　　 第6回理事会(京都)
3月27日　　 第7回理事会(京都)
4月12日　　 第8回理事会(京都)
　　　　　　

2017年度の主な活動予定

4月26日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　関西シンビオ講演会（京都）

10月～11月　第3回理事会

2018年
1月　　 　　第4回理事会
4月～5月 　 29年度第5回理事会
　　　　　　30年度通常総会・第1回理事会

 

8月　　　　 第2回理事会(京都)
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活
動
報
告

会
員
か
ら
の
寄
稿

第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
２
）　

報
告

吉
田 

民
也　

記

 
 

椹
木
氏
の
講
演
に
続
い
て
、
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
話
題
提
供
と
、
椹
木
氏
が
入
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

①
神
戸
製
鋼
所
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
楢
崎
博
司
氏
か
ら
「
製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ

　

る
生
き
た
情
報
活
用
」
と
題
し
、
製
鋼
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
経
緯
を
話
さ
れ
、
多
品
種
製

　

品
を
生
産
す
る
現
場
の
作
業
者
を
有
効
に
支
援
す
る
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
と
人
間
の
認

　

知
・
思
考
・
判
断
を
つ
な
ぐ
意
味
情
報
処
理
技
術
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
西
山
高
史
氏
か
ら
「
住
環
境
知
能
化
の
現
状

　

と
将
来
の
動
向
」
と
題
し
、
産
学
界
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
研
究
開
発
例
が
多
数
紹
介
さ

　

れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
分
野
は
技
術
進
展
が
速
く
、
家
全
体
の
ス
マ
ー
ト
化

　

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
設
計
か
ら
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
段
階
で
使
う
人
と
作
る
人
の
両
者
の
情
報
が
う
ま
く
共
有
で
き
る
よ
う
図

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

③
岡
山
大
学
教
授
で
当
会
理
事
の
五
福
明
夫
氏
か
ら
、
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向

　

上
」
と
題
し
、
想
定
外
の
事
故
な
ど
に
機
転
の
利
い
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
た
め
の
能
力
を
考

　

究
し
て
そ
の
結
果
を
教
育
訓
練
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
必
要
性
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に

使
い
方
を
見
え
る
形
で
理
解
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
望
ま
し
い
こ
と
、
使
用
す
る
中

で
得
ら
れ
る
情
報
を
メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
で
共
有
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
今
後
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進

展
し
自
動
化
す
る
社
会
で
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
共
存
す
る
社
会
の
問
題
点
や
あ
り
方
な
ど
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る 

生
き
た
情
報
活
用

住
環
境
知
能
化
の
現
状
と
将
来
の
動
向

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向
上

国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加

パネルディスカッション風景

　

　標記の国際会議は2016年9月26日から28日にかけて中国四川省成都市明悦大
酒店で開催されました。大会長は中国核設計研究院原子炉設計技術部長の愈紅
星氏で、ハルピン工程大学核学院が協力しました。中国、米国、日本、フラン
ス、韓国、パキスタンの６か国から約160名が参加し、10件の招待講演、147件
の技術論文の発表がありました。
　この国際会議は2007年に敦賀で第1回開催以来、日中韓の持ち回りで足かけ
10年間恒常的に開催してきました。しかし、この国際会議の性格を、日本では
原子力発電の社会的受容性向上を重視する一方、韓国ではデジタル計装制御系
の新技術に関心が高く、中国では原子力の安全性に関わる幅広い領域を網羅し
たいといったそれぞれの認識の相違に加えて、日本では2011年3月福島事故以
降原子力発電が停滞する悪条件も重なって、本会議シリーズを日中韓の輪番で
開催することがだんだん難しくなってきています。

第８回２１世紀の共生型原子力システムに関する
国際会議報告 吉川　榮和　記

 今年も、-２０℃を下回る厳寒のハ
ルピンで行われた雪像コンテスト及
び国際シンポジウムに京大生の近岡
旭さん、東工大の川村隼さん、菊池
浩司さん、森田雄貴さんの4名が参加
しました。4名はボランティアガイド
のリーさんを始め、現地学生の応援
を得て4～6日の3日間で作り上げまし
た。そして翌7日、国際シンポジウム
に参加しました。

(1月3日～7日　中国ハルピン市ハルピン工程大学主催)

参
加
者
集
合
写
真

ホームページに投稿されています
　「ハルピン雪像コンテスト」で検索

 　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
京
都
府
に
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
司
法

登
記
以
来
早
や
満
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
『
共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
』

を
標
榜
し
て
科
学
技
術
の
人
間
、
社
会
、
環
境
と
の
調
和
を
目
指
す
研
究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国

際
協
力
の
三
本
立
て
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
十
年
の
節
目
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
間
内
外
の
状
況
変
化
は
私
た
ち
の
活
動
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
急
速
に
超
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
混
迷

す
る
世
界
の
中
で
平
和
と
希
望
の
国
と
し
て
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
共
生
の
思
想
を
深

化
さ
せ
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
く
、
新
た
な
方
向
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
当
会
の
通
常
総
会
は
四
月
二
十
六
日
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
の
発
足
以
来
副
会
長
、
監
事
を
歴
任
し
て
当
会
の
発
展
に
尽
力
頂
い
た

杉
万
俊
夫
先
生
に
は
、
こ
の
た
び
京
都
大
学
退
職
を
機
に
四
月
か
ら
九
州
の
大
学
に
栄
転
さ
れ

監
事
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
新
た
に
椹
木
哲
夫
先
生
に
理
事
に
就
任
い
た
だ
き
、
新
た

な
方
向
へ
研
究
調
査
活
動
を
先
導
し
て
頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当
会
の
今
年
の
新
し
い
展
開
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

     

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会　

会
長　

吉
川　

榮
和

（任期：平成30年4月30日まで）

役職名 氏　　名

　会長

副会長

理事

監事

共
生
の
思
想
の
新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫  永里　善彦  中村　洋之  吉田　民也

石井　裕剛    伊藤　京子  　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　椹木　哲夫　　　
髙木　俊弥　　達脇  正雄　　寺下  尚孝
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
藤井　有蔵    藤野  秀則    山本　倫也　　

神谷　俊夫　  下田　宏

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php
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オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫  永里　善彦  中村　洋之  吉田　民也

石井　裕剛    伊藤　京子  　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　椹木　哲夫　　　
髙木　俊弥　　達脇  正雄　　寺下  尚孝
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
藤井　有蔵    藤野  秀則    山本　倫也　　

神谷　俊夫　  下田　宏

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php

活
動
報
告

会
員
か
ら
の
寄
稿

第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
２
）　

報
告

吉
田 

民
也　

記

 
 

椹
木
氏
の
講
演
に
続
い
て
、
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
話
題
提
供
と
、
椹
木
氏
が
入
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

①
神
戸
製
鋼
所
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
楢
崎
博
司
氏
か
ら
「
製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ

　

る
生
き
た
情
報
活
用
」
と
題
し
、
製
鋼
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
経
緯
を
話
さ
れ
、
多
品
種
製

　

品
を
生
産
す
る
現
場
の
作
業
者
を
有
効
に
支
援
す
る
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
と
人
間
の
認

　

知
・
思
考
・
判
断
を
つ
な
ぐ
意
味
情
報
処
理
技
術
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
西
山
高
史
氏
か
ら
「
住
環
境
知
能
化
の
現
状

　

と
将
来
の
動
向
」
と
題
し
、
産
学
界
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
研
究
開
発
例
が
多
数
紹
介
さ

　

れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
分
野
は
技
術
進
展
が
速
く
、
家
全
体
の
ス
マ
ー
ト
化

　

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
設
計
か
ら
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
段
階
で
使
う
人
と
作
る
人
の
両
者
の
情
報
が
う
ま
く
共
有
で
き
る
よ
う
図

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

③
岡
山
大
学
教
授
で
当
会
理
事
の
五
福
明
夫
氏
か
ら
、
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向

　

上
」
と
題
し
、
想
定
外
の
事
故
な
ど
に
機
転
の
利
い
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
た
め
の
能
力
を
考

　

究
し
て
そ
の
結
果
を
教
育
訓
練
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
必
要
性
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る 

生
き
た
情
報
活
用

住
環
境
知
能
化
の
現
状
と
将
来
の
動
向

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向
上

国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加

パネルディスカッション風景

　

　標記の国際会議は2016年9月26日から28日にかけて中国四川省成都市明悦大
酒店で開催されました。大会長は中国核設計研究院原子炉設計技術部長の愈紅
星氏で、ハルピン工程大学核学院が協力しました。中国、米国、日本、フラン
ス、韓国、パキスタンの６か国から約160名が参加し、10件の招待講演、147件
の技術論文の発表がありました。
　この国際会議は2007年に敦賀で第1回開催以来、日中韓の持ち回りで足かけ
10年間恒常的に開催してきました。しかし、この国際会議の性格を、日本では
原子力発電の社会的受容性向上を重視する一方、韓国ではデジタル計装制御系
の新技術に関心が高く、中国では原子力の安全性に関わる幅広い領域を網羅し
たいといったそれぞれの認識の相違に加えて、日本では2011年3月福島事故以
降原子力発電が停滞する悪条件も重なって、本会議シリーズを日中韓の輪番で
開催することがだんだん難しくなってきています。

第８回２１世紀の共生型原子力システムに関する
国際会議報告 吉川　榮和　記

 今年も、-２０℃を下回る厳寒のハ
ルピンで行われた雪像コンテスト及
び国際シンポジウムに京大生の近岡
旭さん、東工大の川村隼さん、菊池
浩司さん、森田雄貴さんの4名が参加
しました。4名はボランティアガイド
のリーさんを始め、現地学生の応援
を得て4～6日の3日間で作り上げまし
た。そして翌7日、国際シンポジウム
に参加しました。

(1月3日～7日　中国ハルピン市ハルピン工程大学主催)

参
加
者
集
合
写
真

ホームページに投稿されています
　「ハルピン雪像コンテスト」で検索



活
動
報
告

活
動
報
告

講演会・シンポジウム参加者集合写真

第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
１
） 　

基
調
講
演  

報
告

大
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賀　

安
彦　

記

 
 

　

第
二
部
で
は
、
「
モ
ノ
の
監
視
と
ヒ
ト
の
見
守
り
が
生
み
出
す
コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
始
め
に
京
都
大
学
工
学
研
究
科
教
授
椹
木
哲
夫
氏
が
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
可
能
に
す
る

臨
床
的
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
保
全
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、

最
新
の
研
究
動
向
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
四
次
産
業
革
命
を
担
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
（I

n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 
T
h
i
n
g
s

）
の
仕
組
み
は
、
①
「
セ
ン
サ
」

で
モ
ノ
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
「
ク
ラ
ウ
ド
」
に
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
、
③
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
、
④
分
析
機
能
に
応
じ
て
モ
ノ
が

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
ト
（
ヒ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
情
報
が
メ
ー
カ
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
で
保
全
分
野
に
お
け
る
革
新
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ス

マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
を
迎
え
、
膨
大
な
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
が
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　

臨
床
知
は
体
験
や
身
体
感
覚
を
通
し
て
の
知
、
知
る
態
度
や
そ
の
時
そ
の
場
で
生
ま
れ
て
く
る

出
来
ご
と
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
。
臨
床
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
現
場
か

ら
切
り
離
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
作
業
環
境
場
が
作
業
者
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
，
環
境

側
に
作
業
者
へ
の
支
援
と
制
約
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
臨
床
知
と
し
て
の
保
全
の
知

を
考
え
る
時
、
生
産
に
伴
う
学
習
で
は
な
く
利
用
に
伴
う
学
習
が
大
切
で
あ
る
。
保
守
・
保
全
の

知
を
分
類
す
る
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
と
し
て
、
設
計
段
階
で
想
定
さ
れ
た
稼
働
環
境
に
関
す
る
情

報
実
験
室
で
再
現
し
た
稼
働
環
境
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
と
し
て
、
現
場
で
の
稼
働
開
始
後
に
新
た
に

発
生
す
る
問
題
、
使
用
者
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
新
た
な
問
題
、
想
定
外
の
稼
働
環
境
で
の
問
題
と

な
る
。
設
計
室
と
現
場
と
の
間
の
齟
齬
を
ど
の
様
に
解
決
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。　

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
こ
の
目
的
に
こ
そ
活
用
で
き
る
。

講演風景(左：西山敏樹氏　右：椹木哲夫氏)

 

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館
で
二
部
構
成
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
分
野
の
今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
」
を
共
通
の
テ
ー
マ

に
、
三
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
病
院
内
の
自
動
運
転
型
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム

　

東
京
都
市
大
学
准
教
授
の
西
山
敏
樹
氏
か
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し
い
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
た
表
題
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯
や
大
学
病
院
で
の
実
証
実
験
の
様
子
（
ビ
デ
オ
）
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
実
験
は
概
ね
好
評
で
、
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
今
後
の
改
善
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
将
来
は

通
院
も
含
め
た
患
者
搬
送
の
自
動
化
へ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
医
療
分
野
に
お
け
る
支
援
ツ
ー
ル
開
発
に
向
け
て

　

大
阪
大
学
特
任
講
師
で
、
当
会
理
事
で
あ
る
伊
藤
京
子
氏
か
ら
、
二
件
の
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
Ⅰ
「
顔
の
疾
患
を
有
す
る
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
」
で
、
大
学

病
院
で
の
適
用
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
、
医
師
の
技
能
習
得
に
寄
与
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
発
展
さ

せ
た
い
。
Ⅱ
「
脊
髄
受
傷
者
に
向
け
た
支
援
ツ
ー
ル
開
発
」
で
、
医
療
現
場
（
医
師
や
患
者
）
か
ら

ニ
ー
ズ
を
聞
き
出
し
て
脊
髄
受
傷
者
の
よ
り
前
向
き
な
生
き
方
を
支
援
す
る
ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
の
開

発
を
提
案
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

③
現
場
で
の
情
報
共
有
・
知
識
継
承
と
雑
談
の
活
性
化

　

福
井
県
立
大
学
講
師
で
当
会
理
事
の
藤
野
秀
則
氏
か
ら
、
組
織
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
間
の
知
識
・

経
験
・
情
報
の
継
承
や
共
有
を
進
め
る
手
段
と
し
て
雑
談
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
や
仕
事
に
関
連
し
た

雑
談
を
活
性
化
さ
せ
る
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
と
そ
の
検
証
結
果
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

「
休
憩
室
の
雑
談
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
知
識
管
理
の
基
盤
構
築
や
組
織
文
化
の
変
革
へ
の
応
用
を
考

え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

第
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回
研
究
談
話
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第
一
部
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報
告

達
脇　

正
雄　

記

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
分
野
の
今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
」

「
モ
ノ
の
監
視
と
ヒ
ト
の
見
守
り
が
生
み
出
す
コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
」

　
　

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
可
能
に
す
る
臨
床
的
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
保
全
を
考
え
る
」
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告
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報
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関
西
講
演
会
・
懇
親
会　

報
告

吉
田　

民
也　

記

東
京
講
演
会　

報
告

藤
井　

有
蔵　

記

　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
二
階
会
議
室
Ⅲ

で
、
当
会
通
常
総
会
の
後
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は 

当
会
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題

　

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
湊
小
太
郎
氏
か
ら
、 

医
療
用
三
次

元
ビ
ュ
ー
ワ
と
し
て
医
療
支
援
の
た
め
の
仮
想
臓
器
画
像
の
開
発
事
例
、
医
療
機
器
の

開
発
普
及
に
係
る
法
規
制
上
の
問
題
点
が
話
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
本
質

的
に
宗
教
と
の
相
似
性
を
も
つ
と
い
う
同
氏
の
見
解
を
軽
妙
な
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、

聴
く
人
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

★
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と

　

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
認
知
心
理
学
講
座
特
定
准
教
授
の
高
橋
雄
介

氏
か
ら
、
高
齢
者
が
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
生
産
的
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
ひ

い
て
は
そ
れ
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
を
抑
止
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
を
説
明
す
る
五
次
元
の
項
目
を
軸
に
高
齢
者
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
結
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
、 

中
村
副
会
長
の
司
会
の
も
と
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
当
会
理
事
に
就
任
の
椹
木
哲
夫
氏
か
ら
当
会
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る

旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
若
林
二
郎
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
宴
に
移
り
ま

し
た
。
激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
情
勢
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
大
学
の
研
究
体
制
な
ど

広
範
な
話
題
に
花
が
咲
き
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
講
演
会
や
研
究
談
話
会
の
詳
細
は
当
会
Ｈ
Ｐ
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)
 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
以
下
同
じ
）

　　　　　　　懇親会の参加者集合写真
(※)シンビオ社会研究会で検索　

Symbio News and Reportをクリック

東京講演会の参加者集合写真

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
、
東
京
学
士
会
館
で
東
京
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待

　

旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
常
任
顧
問
・
当
会
副
会
長
で
あ
り
、
現
在
、
経
団
連
未
来
産
業
･

技
術
委
員
会
産
学
官
連
携
推
進
部
会
長
を
さ
れ
て
い
る
永
里
善
彦
氏
は
、
世
界
が
大
き
な
変

動
期
に
あ
る
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
将
来
を
見
通
し
た
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
最
高
水
準
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
基
幹
産
業
の
強
化

と
新
規
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
産
業
界
と
大
学
や
研
究
開
発
法
人
と
の
連
携
強
化
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
調
で

あ
る
が
、
複
数
テ
ー
マ
に
わ
た
る
連
携
の
例
と
し
て
日
立
が
京
大
に
人
工
知
能
の
共
同
研
究

を
要
請
し
て
お
り
、
人
材
交
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
等
の
制
度

設
計
が
名
古
屋
大
学
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
果
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
活
用

の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

★
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
…
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
超
え
て

　

京
都
大
学
教
授
で
当
会
監
事
の
杉
万
俊
夫
氏
は
、
現
在
は
戦
後
高
度
成
長
期
の
豊
か
さ
を

求
め
て
進
ん
で
き
た
時
代
か
ら
変
化
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
理
念
・
理
想
が
通
用
し
な
い
時
代

に
入
っ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
ご
自
身
で
ま
と
め
ら
れ
た
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
規
範
か
ら
離
れ
て
、
自
分
と
他

者
が
一
体
化
す
る
、
「
溶
け
合
い
」
の
な
か
か
ら
出
て
く
る
新
し
い
規
範
の
主
（
ぬ
し
）
を

自
分
の
オ
ー
ラ
と
し
て
い
く
こ
と
が
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
規
範
が
容
易
に

崩
壊
し
な
い
よ
う
言
語
化
さ
れ
た
規
範
を
外
部
に
伝
達
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

「
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題
」

「
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と
」

「
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待
」

「
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
・
・
・
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
越
え
て
」



活
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報
告
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報
告

関
西
講
演
会
・
懇
親
会　

報
告

吉
田　

民
也　

記

東
京
講
演
会　

報
告

藤
井　

有
蔵　

記

　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
二
階
会
議
室
Ⅲ

で
、
当
会
通
常
総
会
の
後
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は 

当
会
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題

　

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
湊
小
太
郎
氏
か
ら
、 

医
療
用
三
次

元
ビ
ュ
ー
ワ
と
し
て
医
療
支
援
の
た
め
の
仮
想
臓
器
画
像
の
開
発
事
例
、
医
療
機
器
の

開
発
普
及
に
係
る
法
規
制
上
の
問
題
点
が
話
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
本
質

的
に
宗
教
と
の
相
似
性
を
も
つ
と
い
う
同
氏
の
見
解
を
軽
妙
な
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、

聴
く
人
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

★
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と

　

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
認
知
心
理
学
講
座
特
定
准
教
授
の
高
橋
雄
介

氏
か
ら
、
高
齢
者
が
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
生
産
的
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
ひ

い
て
は
そ
れ
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
を
抑
止
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
を
説
明
す
る
五
次
元
の
項
目
を
軸
に
高
齢
者
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
結
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
、 

中
村
副
会
長
の
司
会
の
も
と
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
当
会
理
事
に
就
任
の
椹
木
哲
夫
氏
か
ら
当
会
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る

旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
若
林
二
郎
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
宴
に
移
り
ま

し
た
。
激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
情
勢
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
大
学
の
研
究
体
制
な
ど

広
範
な
話
題
に
花
が
咲
き
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
講
演
会
や
研
究
談
話
会
の
詳
細
は
当
会
Ｈ
Ｐ
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)
 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
以
下
同
じ
）

　　　　　　　懇親会の参加者集合写真
(※)シンビオ社会研究会で検索　

Symbio News and Reportをクリック

東京講演会の参加者集合写真

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
、
東
京
学
士
会
館
で
東
京
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待

　

旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
常
任
顧
問
・
当
会
副
会
長
で
あ
り
、
現
在
、
経
団
連
未
来
産
業
･

技
術
委
員
会
産
学
官
連
携
推
進
部
会
長
を
さ
れ
て
い
る
永
里
善
彦
氏
は
、
世
界
が
大
き
な
変

動
期
に
あ
る
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
将
来
を
見
通
し
た
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
最
高
水
準
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
基
幹
産
業
の
強
化

と
新
規
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
産
業
界
と
大
学
や
研
究
開
発
法
人
と
の
連
携
強
化
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
調
で

あ
る
が
、
複
数
テ
ー
マ
に
わ
た
る
連
携
の
例
と
し
て
日
立
が
京
大
に
人
工
知
能
の
共
同
研
究

を
要
請
し
て
お
り
、
人
材
交
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
等
の
制
度

設
計
が
名
古
屋
大
学
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
果
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
活
用

の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

★
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
…
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
超
え
て

　

京
都
大
学
教
授
で
当
会
監
事
の
杉
万
俊
夫
氏
は
、
現
在
は
戦
後
高
度
成
長
期
の
豊
か
さ
を

求
め
て
進
ん
で
き
た
時
代
か
ら
変
化
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
理
念
・
理
想
が
通
用
し
な
い
時
代

に
入
っ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
ご
自
身
で
ま
と
め
ら
れ
た
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
規
範
か
ら
離
れ
て
、
自
分
と
他

者
が
一
体
化
す
る
、
「
溶
け
合
い
」
の
な
か
か
ら
出
て
く
る
新
し
い
規
範
の
主
（
ぬ
し
）
を

自
分
の
オ
ー
ラ
と
し
て
い
く
こ
と
が
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
規
範
が
容
易
に

崩
壊
し
な
い
よ
う
言
語
化
さ
れ
た
規
範
を
外
部
に
伝
達
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

「
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題
」

「
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と
」

「
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待
」

「
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
・
・
・
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
越
え
て
」
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第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
１
） 　

基
調
講
演  

報
告

大
須
賀　

安
彦　

記

 
 

　

第
二
部
で
は
、
「
モ
ノ
の
監
視
と
ヒ
ト
の
見
守
り
が
生
み
出
す
コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
始
め
に
京
都
大
学
工
学
研
究
科
教
授
椹
木
哲
夫
氏
が
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
可
能
に
す
る

臨
床
的
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
保
全
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、

最
新
の
研
究
動
向
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
四
次
産
業
革
命
を
担
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
（I

n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 
T
h
i
n
g
s

）
の
仕
組
み
は
、
①
「
セ
ン
サ
」

で
モ
ノ
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
「
ク
ラ
ウ
ド
」
に
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
、
③
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
、
④
分
析
機
能
に
応
じ
て
モ
ノ
が

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
ト
（
ヒ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
情
報
が
メ
ー
カ
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
で
保
全
分
野
に
お
け
る
革
新
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ス

マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
を
迎
え
、
膨
大
な
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
が
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　

臨
床
知
は
体
験
や
身
体
感
覚
を
通
し
て
の
知
、
知
る
態
度
や
そ
の
時
そ
の
場
で
生
ま
れ
て
く
る

出
来
ご
と
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
。
臨
床
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
現
場
か

ら
切
り
離
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
作
業
環
境
場
が
作
業
者
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
，
環
境

側
に
作
業
者
へ
の
支
援
と
制
約
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
臨
床
知
と
し
て
の
保
全
の
知

を
考
え
る
時
、
生
産
に
伴
う
学
習
で
は
な
く
利
用
に
伴
う
学
習
が
大
切
で
あ
る
。
保
守
・
保
全
の

知
を
分
類
す
る
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
と
し
て
、
設
計
段
階
で
想
定
さ
れ
た
稼
働
環
境
に
関
す
る
情

報
実
験
室
で
再
現
し
た
稼
働
環
境
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
と
し
て
、
現
場
で
の
稼
働
開
始
後
に
新
た
に

発
生
す
る
問
題
、
使
用
者
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
新
た
な
問
題
、
想
定
外
の
稼
働
環
境
で
の
問
題
と

な
る
。
設
計
室
と
現
場
と
の
間
の
齟
齬
を
ど
の
様
に
解
決
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。　

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
こ
の
目
的
に
こ
そ
活
用
で
き
る
。

講演風景(左：西山敏樹氏　右：椹木哲夫氏)

 

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館
で
二
部
構
成
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
分
野
の
今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
」
を
共
通
の
テ
ー
マ

に
、
三
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
病
院
内
の
自
動
運
転
型
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム

　

東
京
都
市
大
学
准
教
授
の
西
山
敏
樹
氏
か
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し
い
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
た
表
題
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯
や
大
学
病
院
で
の
実
証
実
験
の
様
子
（
ビ
デ
オ
）
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
実
験
は
概
ね
好
評
で
、
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
今
後
の
改
善
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
将
来
は

通
院
も
含
め
た
患
者
搬
送
の
自
動
化
へ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
医
療
分
野
に
お
け
る
支
援
ツ
ー
ル
開
発
に
向
け
て

　

大
阪
大
学
特
任
講
師
で
、
当
会
理
事
で
あ
る
伊
藤
京
子
氏
か
ら
、
二
件
の
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
Ⅰ
「
顔
の
疾
患
を
有
す
る
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
」
で
、
大
学

病
院
で
の
適
用
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
、
医
師
の
技
能
習
得
に
寄
与
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
発
展
さ

せ
た
い
。
Ⅱ
「
脊
髄
受
傷
者
に
向
け
た
支
援
ツ
ー
ル
開
発
」
で
、
医
療
現
場
（
医
師
や
患
者
）
か
ら

ニ
ー
ズ
を
聞
き
出
し
て
脊
髄
受
傷
者
の
よ
り
前
向
き
な
生
き
方
を
支
援
す
る
ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
の
開

発
を
提
案
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

③
現
場
で
の
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報
共
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・
知
識
継
承
と
雑
談
の
活
性
化

　

福
井
県
立
大
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講
師
で
当
会
理
事
の
藤
野
秀
則
氏
か
ら
、
組
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を
構
成
す
る
メ
ン
バ
間
の
知
識
・

経
験
・
情
報
の
継
承
や
共
有
を
進
め
る
手
段
と
し
て
雑
談
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
や
仕
事
に
関
連
し
た

雑
談
を
活
性
化
さ
せ
る
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
と
そ
の
検
証
結
果
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

「
休
憩
室
の
雑
談
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
知
識
管
理
の
基
盤
構
築
や
組
織
文
化
の
変
革
へ
の
応
用
を
考

え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
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第
二
回
研
究
談
話
会
を
、
十
月
三
十
一
日
東
京
神
田
の
学
士
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
異
常
や
緊
急
時
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
」
を
共
通

の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
三
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
開
発
・
推
進
に
つ
い
て

　

原
子
力
安
全
推
進
協
会
人
材
育
成
部
長
の
井
上
均
氏
か
ら
、
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
福
島

第
一
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
原
子
力
発
電
事
業
者
に
提
供
中
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の

開
発
目
的
、
実
施
状
況
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

②
緊
急
時
対
応
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
訓
練
の
開
発
と
試
行

　

原
子
力
安
全
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
所
副
所
長
で
当
会
理
事

の
金
山
正
樹
氏
か
ら
、
関
西
電
力
と
協
力
し
て
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
進
め
て
い
る
緊
急
時
対
応
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
（
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
に
着
目
し
た
訓
練
）
の
目
的
、
実
施
状
況
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
顧
問
の
宇
治
則
孝
氏
か
ら
「
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問

題
に
つ
い
て
、
情
報
漏
れ
が
情
報
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
物
理
的
に
も
大
き
な
社
会
的
規
模
で
の

影
響
を
及
ぼ
す
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
は
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
の
た
め
の
投
資
と
考

え
る
べ
き
だ
が
、
日
本
で
は
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
の
対
策
の
重
要
さ
の
認
識
が
低
く
、
そ
の
た

め
の
人
材
も
不
足
な
の
で
、
そ
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
研
究
談
話
会
を
、
八
月
二
十
四
日
応
用
科
学
研
究
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
二
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
D
i
D
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
と
㈱
プ
ラ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
研
究
所
で
開
発
を
実
施
し
た
リ
ス
ク

モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
同
社
代
表
取
締
役
の
中
川
隆
志
氏
か
ら
説
明
さ
れ
応
用
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
プ
ラ
ン
ト
や
様
々
な
人
の
振
舞
い
を
状
態
遷
移
図

で
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
を
模
擬
す
る
も
の
で
す
。
適
用
例
で
原
子
力
発
電

所
の
全
電
源
喪
失
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
、
運
転
員
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と

で
期
待
さ
れ
る
時
間
ま
で
に
処
置
完
了
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
応
用
と
し

て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
研
修
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
広
く
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
紹
介
サ
イ
ト

を
シ
ン
ビ
オ
研
究
会
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

②
高
浜
三
・
四
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
に
つ
い
て

　

福
島
事
故
後
に
改
定
さ
れ
た
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
審
査
さ
れ
運
転
を
再
開
し
て

い
た
高
浜
三
・
四
号
機
に
対
し
一
部
の
滋
賀
県
民
が
起
こ
し
た
申
立
に
よ
り
大
津
地
裁
が

運
転
差
止
仮
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
。
当
会
理
事
の
大
須
賀
安
彦
氏
か
ら
そ
の
状
況
が
紹

介
さ
れ
議
論
の
場
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者
側
の
情
報
伝
達
努
力
不
足
を
指
摘
す
る

声
や
、
司
法
の
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
技
術
的
判
断
を
出
来
る
よ
う
な
司
法
と
行
政
と
の
調

整
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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②
緊
急
時
対
応
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
訓
練
の
開
発
と
試
行

　

原
子
力
安
全
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
所
副
所
長
で
当
会
理
事

の
金
山
正
樹
氏
か
ら
、
関
西
電
力
と
協
力
し
て
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
進
め
て
い
る
緊
急
時
対
応
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
（
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
に
着
目
し
た
訓
練
）
の
目
的
、
実
施
状
況
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
顧
問
の
宇
治
則
孝
氏
か
ら
「
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問

題
に
つ
い
て
、
情
報
漏
れ
が
情
報
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
物
理
的
に
も
大
き
な
社
会
的
規
模
で
の

影
響
を
及
ぼ
す
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
は
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
の
た
め
の
投
資
と
考

え
る
べ
き
だ
が
、
日
本
で
は
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
の
対
策
の
重
要
さ
の
認
識
が
低
く
、
そ
の
た

め
の
人
材
も
不
足
な
の
で
、
そ
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
研
究
談
話
会
を
、
八
月
二
十
四
日
応
用
科
学
研
究
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
二
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
D
i
D
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
と
㈱
プ
ラ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
研
究
所
で
開
発
を
実
施
し
た
リ
ス
ク

モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
同
社
代
表
取
締
役
の
中
川
隆
志
氏
か
ら
説
明
さ
れ
応
用
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
プ
ラ
ン
ト
や
様
々
な
人
の
振
舞
い
を
状
態
遷
移
図

で
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
を
模
擬
す
る
も
の
で
す
。
適
用
例
で
原
子
力
発
電

所
の
全
電
源
喪
失
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
、
運
転
員
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と

で
期
待
さ
れ
る
時
間
ま
で
に
処
置
完
了
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
応
用
と
し

て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
研
修
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
広
く
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
紹
介
サ
イ
ト

を
シ
ン
ビ
オ
研
究
会
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

②
高
浜
三
・
四
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
に
つ
い
て

　

福
島
事
故
後
に
改
定
さ
れ
た
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
審
査
さ
れ
運
転
を
再
開
し
て

い
た
高
浜
三
・
四
号
機
に
対
し
一
部
の
滋
賀
県
民
が
起
こ
し
た
申
立
に
よ
り
大
津
地
裁
が

運
転
差
止
仮
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
。
当
会
理
事
の
大
須
賀
安
彦
氏
か
ら
そ
の
状
況
が
紹

介
さ
れ
議
論
の
場
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者
側
の
情
報
伝
達
努
力
不
足
を
指
摘
す
る

声
や
、
司
法
の
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
技
術
的
判
断
を
出
来
る
よ
う
な
司
法
と
行
政
と
の
調

整
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回 

研
究
談
話
会　

報
告

寺
下　

尚
孝　

記

集合写真と講演風景

講演風景

①
D
i
D
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

②
高
浜
三
・
四
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
に
つ
い
て

①
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
開
発
・
推
進
に
つ
い
て

②
緊
急
時
対
応
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
訓
練
の
開
発
と
試
行

③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

活
動
報
告

活
動
報
告

第
二
回
研
究
談
話
会　

報
告

成
松　
　

洋　

記

　　

第
二
回
研
究
談
話
会
を
、
十
月
三
十
一
日
東
京
神
田
の
学
士
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
異
常
や
緊
急
時
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
」
を
共
通

の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
三
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
開
発
・
推
進
に
つ
い
て

　

原
子
力
安
全
推
進
協
会
人
材
育
成
部
長
の
井
上
均
氏
か
ら
、
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
福
島

第
一
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
原
子
力
発
電
事
業
者
に
提
供
中
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の

開
発
目
的
、
実
施
状
況
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

②
緊
急
時
対
応
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
訓
練
の
開
発
と
試
行

　

原
子
力
安
全
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
所
副
所
長
で
当
会
理
事

の
金
山
正
樹
氏
か
ら
、
関
西
電
力
と
協
力
し
て
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
進
め
て
い
る
緊
急
時
対
応
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
（
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
に
着
目
し
た
訓
練
）
の
目
的
、
実
施
状
況
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
顧
問
の
宇
治
則
孝
氏
か
ら
「
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問

題
に
つ
い
て
、
情
報
漏
れ
が
情
報
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
物
理
的
に
も
大
き
な
社
会
的
規
模
で
の

影
響
を
及
ぼ
す
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
は
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
の
た
め
の
投
資
と
考

え
る
べ
き
だ
が
、
日
本
で
は
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
の
対
策
の
重
要
さ
の
認
識
が
低
く
、
そ
の
た

め
の
人
材
も
不
足
な
の
で
、
そ
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
研
究
談
話
会
を
、
八
月
二
十
四
日
応
用
科
学
研
究
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
二
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
D
i
D
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
と
㈱
プ
ラ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
研
究
所
で
開
発
を
実
施
し
た
リ
ス
ク

モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
同
社
代
表
取
締
役
の
中
川
隆
志
氏
か
ら
説
明
さ
れ
応
用
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
プ
ラ
ン
ト
や
様
々
な
人
の
振
舞
い
を
状
態
遷
移
図

で
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
を
模
擬
す
る
も
の
で
す
。
適
用
例
で
原
子
力
発
電

所
の
全
電
源
喪
失
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
、
運
転
員
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と

で
期
待
さ
れ
る
時
間
ま
で
に
処
置
完
了
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
応
用
と
し

て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
研
修
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
広
く
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
紹
介
サ
イ
ト

を
シ
ン
ビ
オ
研
究
会
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

②
高
浜
三
・
四
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
に
つ
い
て

　

福
島
事
故
後
に
改
定
さ
れ
た
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
審
査
さ
れ
運
転
を
再
開
し
て

い
た
高
浜
三
・
四
号
機
に
対
し
一
部
の
滋
賀
県
民
が
起
こ
し
た
申
立
に
よ
り
大
津
地
裁
が

運
転
差
止
仮
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
。
当
会
理
事
の
大
須
賀
安
彦
氏
か
ら
そ
の
状
況
が
紹

介
さ
れ
議
論
の
場
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者
側
の
情
報
伝
達
努
力
不
足
を
指
摘
す
る

声
や
、
司
法
の
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
技
術
的
判
断
を
出
来
る
よ
う
な
司
法
と
行
政
と
の
調

整
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回 

研
究
談
話
会　

報
告

寺
下　

尚
孝　

記

集合写真と講演風景

講演風景

①
D
i
D
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

②
高
浜
三
・
四
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
に
つ
い
て

①
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
開
発
・
推
進
に
つ
い
て

②
緊
急
時
対
応
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
訓
練
の
開
発
と
試
行

③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト



活
動
報
告

活
動
報
告

関
西
講
演
会
・
懇
親
会　

報
告

吉
田　

民
也　

記

東
京
講
演
会　

報
告

藤
井　

有
蔵　

記

　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
二
階
会
議
室
Ⅲ

で
、
当
会
通
常
総
会
の
後
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は 

当
会
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題

　

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
湊
小
太
郎
氏
か
ら
、 

医
療
用
三
次

元
ビ
ュ
ー
ワ
と
し
て
医
療
支
援
の
た
め
の
仮
想
臓
器
画
像
の
開
発
事
例
、
医
療
機
器
の

開
発
普
及
に
係
る
法
規
制
上
の
問
題
点
が
話
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
本
質

的
に
宗
教
と
の
相
似
性
を
も
つ
と
い
う
同
氏
の
見
解
を
軽
妙
な
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、

聴
く
人
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

★
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と

　

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
認
知
心
理
学
講
座
特
定
准
教
授
の
高
橋
雄
介

氏
か
ら
、
高
齢
者
が
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
生
産
的
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
ひ

い
て
は
そ
れ
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
を
抑
止
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
を
説
明
す
る
五
次
元
の
項
目
を
軸
に
高
齢
者
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
結
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
、 

中
村
副
会
長
の
司
会
の
も
と
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
当
会
理
事
に
就
任
の
椹
木
哲
夫
氏
か
ら
当
会
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る

旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
若
林
二
郎
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
宴
に
移
り
ま

し
た
。
激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
情
勢
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
大
学
の
研
究
体
制
な
ど

広
範
な
話
題
に
花
が
咲
き
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
講
演
会
や
研
究
談
話
会
の
詳
細
は
当
会
Ｈ
Ｐ
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)
 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
以
下
同
じ
）

　　　　　　　懇親会の参加者集合写真
(※)シンビオ社会研究会で検索　

Symbio News and Reportをクリック

東京講演会の参加者集合写真

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
、
東
京
学
士
会
館
で
東
京
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待

　

旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
常
任
顧
問
・
当
会
副
会
長
で
あ
り
、
現
在
、
経
団
連
未
来
産
業
･

技
術
委
員
会
産
学
官
連
携
推
進
部
会
長
を
さ
れ
て
い
る
永
里
善
彦
氏
は
、
世
界
が
大
き
な
変

動
期
に
あ
る
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
将
来
を
見
通
し
た
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
最
高
水
準
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
基
幹
産
業
の
強
化

と
新
規
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
産
業
界
と
大
学
や
研
究
開
発
法
人
と
の
連
携
強
化
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
調
で

あ
る
が
、
複
数
テ
ー
マ
に
わ
た
る
連
携
の
例
と
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テ
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第
二
部
で
は
、
「
モ
ノ
の
監
視
と
ヒ
ト
の
見
守
り
が
生
み
出
す
コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
始
め
に
京
都
大
学
工
学
研
究
科
教
授
椹
木
哲
夫
氏
が
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
可
能
に
す
る

臨
床
的
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
保
全
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、

最
新
の
研
究
動
向
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
四
次
産
業
革
命
を
担
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
（I

n
t
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n
e
t
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f
 
T
h
i
n
g
s

）
の
仕
組
み
は
、
①
「
セ
ン
サ
」

で
モ
ノ
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
「
ク
ラ
ウ
ド
」
に
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
、
③
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
、
④
分
析
機
能
に
応
じ
て
モ
ノ
が

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
ト
（
ヒ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
情
報
が
メ
ー
カ
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
で
保
全
分
野
に
お
け
る
革
新
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ス

マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
を
迎
え
、
膨
大
な
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
が
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　

臨
床
知
は
体
験
や
身
体
感
覚
を
通
し
て
の
知
、
知
る
態
度
や
そ
の
時
そ
の
場
で
生
ま
れ
て
く
る

出
来
ご
と
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
。
臨
床
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
現
場
か

ら
切
り
離
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
作
業
環
境
場
が
作
業
者
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
，
環
境

側
に
作
業
者
へ
の
支
援
と
制
約
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
臨
床
知
と
し
て
の
保
全
の
知

を
考
え
る
時
、
生
産
に
伴
う
学
習
で
は
な
く
利
用
に
伴
う
学
習
が
大
切
で
あ
る
。
保
守
・
保
全
の

知
を
分
類
す
る
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
と
し
て
、
設
計
段
階
で
想
定
さ
れ
た
稼
働
環
境
に
関
す
る
情

報
実
験
室
で
再
現
し
た
稼
働
環
境
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
と
し
て
、
現
場
で
の
稼
働
開
始
後
に
新
た
に

発
生
す
る
問
題
、
使
用
者
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
新
た
な
問
題
、
想
定
外
の
稼
働
環
境
で
の
問
題
と

な
る
。
設
計
室
と
現
場
と
の
間
の
齟
齬
を
ど
の
様
に
解
決
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。　

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
こ
の
目
的
に
こ
そ
活
用
で
き
る
。
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平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館
で
二
部
構
成
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
分
野
の
今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
」
を
共
通
の
テ
ー
マ

に
、
三
つ
の
話
題
提
供
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

①
病
院
内
の
自
動
運
転
型
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム

　

東
京
都
市
大
学
准
教
授
の
西
山
敏
樹
氏
か
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し
い
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
た
表
題
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯
や
大
学
病
院
で
の
実
証
実
験
の
様
子
（
ビ
デ
オ
）
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
実
験
は
概
ね
好
評
で
、
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
今
後
の
改
善
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
将
来
は

通
院
も
含
め
た
患
者
搬
送
の
自
動
化
へ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
医
療
分
野
に
お
け
る
支
援
ツ
ー
ル
開
発
に
向
け
て

　

大
阪
大
学
特
任
講
師
で
、
当
会
理
事
で
あ
る
伊
藤
京
子
氏
か
ら
、
二
件
の
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
Ⅰ
「
顔
の
疾
患
を
有
す
る
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
」
で
、
大
学

病
院
で
の
適
用
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
、
医
師
の
技
能
習
得
に
寄
与
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
発
展
さ

せ
た
い
。
Ⅱ
「
脊
髄
受
傷
者
に
向
け
た
支
援
ツ
ー
ル
開
発
」
で
、
医
療
現
場
（
医
師
や
患
者
）
か
ら

ニ
ー
ズ
を
聞
き
出
し
て
脊
髄
受
傷
者
の
よ
り
前
向
き
な
生
き
方
を
支
援
す
る
ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
の
開

発
を
提
案
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

③
現
場
で
の
情
報
共
有
・
知
識
継
承
と
雑
談
の
活
性
化

　

福
井
県
立
大
学
講
師
で
当
会
理
事
の
藤
野
秀
則
氏
か
ら
、
組
織
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
間
の
知
識
・

経
験
・
情
報
の
継
承
や
共
有
を
進
め
る
手
段
と
し
て
雑
談
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
や
仕
事
に
関
連
し
た

雑
談
を
活
性
化
さ
せ
る
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
と
そ
の
検
証
結
果
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

「
休
憩
室
の
雑
談
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
知
識
管
理
の
基
盤
構
築
や
組
織
文
化
の
変
革
へ
の
応
用
を
考

え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
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と
の
こ
と
で
し
た
。

 

第
三
回
研
究
談
話
会（
第
一
部
）　

報
告

達
脇　

正
雄　

記

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
分
野
の
今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
」

「
モ
ノ
の
監
視
と
ヒ
ト
の
見
守
り
が
生
み
出
す
コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
」

　
　

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
可
能
に
す
る
臨
床
的
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
保
全
を
考
え
る
」

活
動
報
告

活
動
報
告

関
西
講
演
会
・
懇
親
会　

報
告

吉
田　

民
也　

記

東
京
講
演
会　

報
告

藤
井　

有
蔵　

記

　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
二
階
会
議
室
Ⅲ

で
、
当
会
通
常
総
会
の
後
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は 

当
会
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題

　

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
湊
小
太
郎
氏
か
ら
、 

医
療
用
三
次

元
ビ
ュ
ー
ワ
と
し
て
医
療
支
援
の
た
め
の
仮
想
臓
器
画
像
の
開
発
事
例
、
医
療
機
器
の

開
発
普
及
に
係
る
法
規
制
上
の
問
題
点
が
話
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
本
質

的
に
宗
教
と
の
相
似
性
を
も
つ
と
い
う
同
氏
の
見
解
を
軽
妙
な
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、

聴
く
人
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

★
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と

　

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
認
知
心
理
学
講
座
特
定
准
教
授
の
高
橋
雄
介

氏
か
ら
、
高
齢
者
が
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
生
産
的
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
ひ

い
て
は
そ
れ
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
を
抑
止
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
を
説
明
す
る
五
次
元
の
項
目
を
軸
に
高
齢
者
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
結
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
、 

中
村
副
会
長
の
司
会
の
も
と
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
当
会
理
事
に
就
任
の
椹
木
哲
夫
氏
か
ら
当
会
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る

旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
若
林
二
郎
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
宴
に
移
り
ま

し
た
。
激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
情
勢
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
大
学
の
研
究
体
制
な
ど

広
範
な
話
題
に
花
が
咲
き
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
講
演
会
や
研
究
談
話
会
の
詳
細
は
当
会
Ｈ
Ｐ
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)
 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
以
下
同
じ
）

　　　　　　　懇親会の参加者集合写真
(※)シンビオ社会研究会で検索　

Symbio News and Reportをクリック

東京講演会の参加者集合写真

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
、
東
京
学
士
会
館
で
東
京
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
二
つ
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

★
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待

　

旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
常
任
顧
問
・
当
会
副
会
長
で
あ
り
、
現
在
、
経
団
連
未
来
産
業
･

技
術
委
員
会
産
学
官
連
携
推
進
部
会
長
を
さ
れ
て
い
る
永
里
善
彦
氏
は
、
世
界
が
大
き
な
変

動
期
に
あ
る
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
将
来
を
見
通
し
た
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
最
高
水
準
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
基
幹
産
業
の
強
化

と
新
規
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
産
業
界
と
大
学
や
研
究
開
発
法
人
と
の
連
携
強
化
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
調
で

あ
る
が
、
複
数
テ
ー
マ
に
わ
た
る
連
携
の
例
と
し
て
日
立
が
京
大
に
人
工
知
能
の
共
同
研
究

を
要
請
し
て
お
り
、
人
材
交
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
等
の
制
度

設
計
が
名
古
屋
大
学
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
果
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
活
用

の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

★
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
…
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
超
え
て

　

京
都
大
学
教
授
で
当
会
監
事
の
杉
万
俊
夫
氏
は
、
現
在
は
戦
後
高
度
成
長
期
の
豊
か
さ
を

求
め
て
進
ん
で
き
た
時
代
か
ら
変
化
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
理
念
・
理
想
が
通
用
し
な
い
時
代

に
入
っ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
ご
自
身
で
ま
と
め
ら
れ
た
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
規
範
か
ら
離
れ
て
、
自
分
と
他

者
が
一
体
化
す
る
、
「
溶
け
合
い
」
の
な
か
か
ら
出
て
く
る
新
し
い
規
範
の
主
（
ぬ
し
）
を

自
分
の
オ
ー
ラ
と
し
て
い
く
こ
と
が
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
規
範
が
容
易
に

崩
壊
し
な
い
よ
う
言
語
化
さ
れ
た
規
範
を
外
部
に
伝
達
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

「
医
療
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関
す
る
若
干
の
話
題
」

「
現
代
日
本
の
超
高
齢
社
会
で
心
理
学
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
い
く
つ
か
の
こ
と
」

「
国
立
大
学
改
革
へ
の
期
待
」

「
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
・
・
・
「
地
平
線
ゲ
ー
ム
」
を
越
え
て
」



 　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
京
都
府
に
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
司
法

登
記
以
来
早
や
満
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
『
共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
』

を
標
榜
し
て
科
学
技
術
の
人
間
、
社
会
、
環
境
と
の
調
和
を
目
指
す
研
究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国

際
協
力
の
三
本
立
て
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
十
年
の
節
目
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
間
内
外
の
状
況
変
化
は
私
た
ち
の
活
動
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
急
速
に
超
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
混
迷

す
る
世
界
の
中
で
平
和
と
希
望
の
国
と
し
て
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
共
生
の
思
想
を
深

化
さ
せ
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
く
、
新
た
な
方
向
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
当
会
の
通
常
総
会
は
四
月
二
十
六
日
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
の
発
足
以
来
副
会
長
、
監
事
を
歴
任
し
て
当
会
の
発
展
に
尽
力
頂
い
た

杉
万
俊
夫
先
生
に
は
、
こ
の
た
び
京
都
大
学
退
職
を
機
に
四
月
か
ら
九
州
の
大
学
に
栄
転
さ
れ

監
事
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
新
た
に
椹
木
哲
夫
先
生
に
理
事
に
就
任
い
た
だ
き
、
新
た

な
方
向
へ
研
究
調
査
活
動
を
先
導
し
て
頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当
会
の
今
年
の
新
し
い
展
開
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

     

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会　

会
長　

吉
川　

榮
和

（任期：平成30年4月30日まで）

役職名 氏　　名

　会長

副会長

理事

監事

共
生
の
思
想
の
新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫  永里　善彦  中村　洋之  吉田　民也

石井　裕剛    伊藤　京子  　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　椹木　哲夫　　　
髙木　俊弥　　達脇  正雄　　寺下  尚孝
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
藤井　有蔵    藤野  秀則    山本　倫也　　

神谷　俊夫　  下田　宏

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php

活
動
報
告

会
員
か
ら
の
寄
稿

第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
２
）　

報
告

吉
田 

民
也　

記

 
 

椹
木
氏
の
講
演
に
続
い
て
、
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
話
題
提
供
と
、
椹
木
氏
が
入
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

①
神
戸
製
鋼
所
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
楢
崎
博
司
氏
か
ら
「
製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ

　

る
生
き
た
情
報
活
用
」
と
題
し
、
製
鋼
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
経
緯
を
話
さ
れ
、
多
品
種
製

　

品
を
生
産
す
る
現
場
の
作
業
者
を
有
効
に
支
援
す
る
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
と
人
間
の
認

　

知
・
思
考
・
判
断
を
つ
な
ぐ
意
味
情
報
処
理
技
術
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
西
山
高
史
氏
か
ら
「
住
環
境
知
能
化
の
現
状

　

と
将
来
の
動
向
」
と
題
し
、
産
学
界
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
研
究
開
発
例
が
多
数
紹
介
さ

　

れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
分
野
は
技
術
進
展
が
速
く
、
家
全
体
の
ス
マ
ー
ト
化

　

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
設
計
か
ら
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
段
階
で
使
う
人
と
作
る
人
の
両
者
の
情
報
が
う
ま
く
共
有
で
き
る
よ
う
図

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

③
岡
山
大
学
教
授
で
当
会
理
事
の
五
福
明
夫
氏
か
ら
、
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向

　

上
」
と
題
し
、
想
定
外
の
事
故
な
ど
に
機
転
の
利
い
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
た
め
の
能
力
を
考

　

究
し
て
そ
の
結
果
を
教
育
訓
練
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
必
要
性
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る 

生
き
た
情
報
活
用

住
環
境
知
能
化
の
現
状
と
将
来
の
動
向

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向
上

国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加

パネルディスカッション風景

　

　標記の国際会議は2016年9月26日から28日にかけて中国四川省成都市明悦大
酒店で開催されました。大会長は中国核設計研究院原子炉設計技術部長の愈紅
星氏で、ハルピン工程大学核学院が協力しました。中国、米国、日本、フラン
ス、韓国、パキスタンの６か国から約160名が参加し、10件の招待講演、147件
の技術論文の発表がありました。
　この国際会議は2007年に敦賀で第1回開催以来、日中韓の持ち回りで足かけ
10年間恒常的に開催してきました。しかし、この国際会議の性格を、日本では
原子力発電の社会的受容性向上を重視する一方、韓国ではデジタル計装制御系
の新技術に関心が高く、中国では原子力の安全性に関わる幅広い領域を網羅し
たいといったそれぞれの認識の相違に加えて、日本では2011年3月福島事故以
降原子力発電が停滞する悪条件も重なって、本会議シリーズを日中韓の輪番で
開催することがだんだん難しくなってきています。

第８回２１世紀の共生型原子力システムに関する
国際会議報告 吉川　榮和　記

 今年も、-２０℃を下回る厳寒のハ
ルピンで行われた雪像コンテスト及
び国際シンポジウムに京大生の近岡
旭さん、東工大の川村隼さん、菊池
浩司さん、森田雄貴さんの4名が参加
しました。4名はボランティアガイド
のリーさんを始め、現地学生の応援
を得て4～6日の3日間で作り上げまし
た。そして翌7日、国際シンポジウム
に参加しました。

(1月3日～7日　中国ハルピン市ハルピン工程大学主催)

参
加
者
集
合
写
真

ホームページに投稿されています
　「ハルピン雪像コンテスト」で検索
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か
ら
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第
三
回
研
究
談
話
会（
第
二
部
２
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報
告

吉
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民
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記

 
 

椹
木
氏
の
講
演
に
続
い
て
、
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
話
題
提
供
と
、
椹
木
氏
が
入
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

①
神
戸
製
鋼
所
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
楢
崎
博
司
氏
か
ら
「
製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ

　

る
生
き
た
情
報
活
用
」
と
題
し
、
製
鋼
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
経
緯
を
話
さ
れ
、
多
品
種
製

　

品
を
生
産
す
る
現
場
の
作
業
者
を
有
効
に
支
援
す
る
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
と
人
間
の
認

　

知
・
思
考
・
判
断
を
つ
な
ぐ
意
味
情
報
処
理
技
術
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
西
山
高
史
氏
か
ら
「
住
環
境
知
能
化
の
現
状

　

と
将
来
の
動
向
」
と
題
し
、
産
学
界
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
研
究
開
発
例
が
多
数
紹
介
さ

　

れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
分
野
は
技
術
進
展
が
速
く
、
家
全
体
の
ス
マ
ー
ト
化

　

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
設
計
か
ら
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
段
階
で
使
う
人
と
作
る
人
の
両
者
の
情
報
が
う
ま
く
共
有
で
き
る
よ
う
図

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

③
岡
山
大
学
教
授
で
当
会
理
事
の
五
福
明
夫
氏
か
ら
、
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向

　

上
」
と
題
し
、
想
定
外
の
事
故
な
ど
に
機
転
の
利
い
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
た
め
の
能
力
を
考

　

究
し
て
そ
の
結
果
を
教
育
訓
練
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
必
要
性
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に

使
い
方
を
見
え
る
形
で
理
解
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
望
ま
し
い
こ
と
、
使
用
す
る
中

で
得
ら
れ
る
情
報
を
メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
で
共
有
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
今
後
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進

展
し
自
動
化
す
る
社
会
で
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
共
存
す
る
社
会
の
問
題
点
や
あ
り
方
な
ど
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
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生
き
た
情
報
活
用

住
環
境
知
能
化
の
現
状
と
将
来
の
動
向

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
よ
る
原
子
力
安
全
向
上

国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加

パネルディスカッション風景
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開催することがだんだん難しくなってきています。

第８回２１世紀の共生型原子力システムに関する
国際会議報告 吉川　榮和　記
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シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
京
都
府
に
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
司
法

登
記
以
来
早
や
満
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
『
共
生
社
会
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
』

を
標
榜
し
て
科
学
技
術
の
人
間
、
社
会
、
環
境
と
の
調
和
を
目
指
す
研
究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国

際
協
力
の
三
本
立
て
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
十
年
の
節
目
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
間
内
外
の
状
況
変
化
は
私
た
ち
の
活
動
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
急
速
に
超
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
混
迷

す
る
世
界
の
中
で
平
和
と
希
望
の
国
と
し
て
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
共
生
の
思
想
を
深

化
さ
せ
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
く
、
新
た
な
方
向
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
当
会
の
通
常
総
会
は
四
月
二
十
六
日
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
の
発
足
以
来
副
会
長
、
監
事
を
歴
任
し
て
当
会
の
発
展
に
尽
力
頂
い
た

杉
万
俊
夫
先
生
に
は
、
こ
の
た
び
京
都
大
学
退
職
を
機
に
四
月
か
ら
九
州
の
大
学
に
栄
転
さ
れ

監
事
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
新
た
に
椹
木
哲
夫
先
生
に
理
事
に
就
任
い
た
だ
き
、
新
た

な
方
向
へ
研
究
調
査
活
動
を
先
導
し
て
頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当
会
の
今
年
の
新
し
い
展
開
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

     

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会　

会
長　

吉
川　

榮
和

（任期：平成30年4月30日まで）

役職名 氏　　名

　会長

副会長

理事

監事

共
生
の
思
想
の
新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫  永里　善彦  中村　洋之  吉田　民也

石井　裕剛    伊藤　京子  　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　椹木　哲夫　　　
髙木　俊弥　　達脇  正雄　　寺下  尚孝
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
藤井　有蔵    藤野  秀則    山本　倫也　　

神谷　俊夫　  下田　宏

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php



News Letter
Vol.14   2017

吉川榮和　会長
　共生の思想の新たな展開を目指して
シンビオ社会研究会の会員情報・役員リスト
活動報告
・関西講演会・懇親会　報告
・東京講演会　報告
・第１回研究談話会　報告
・第２回研究談話会　報告
・第３回研究談話会(第１部)　報告
・第３回研究談話会(第２部１)　基調講演　報告　
・第３回研究談話会(第２部２)　報告
会員からの寄稿
・第８回21世紀の共生型原子力システムに関する国際会議報告
・国際雪像コンテスト及び国際シンポジウムに参加

N
ew

s Letter Vol.14  2017

発行　特定非営利活動法人　シンビオ社会研究会
〒606-8202
京都市左京区田中大堰町49　
（公財）応用科学研究所内
TEL/FAX:　075-204-1559
E-MAIL:　symbio-office@nike.eonet.ne.jp
URL: http://sym-bio.jpn.org/homepege.php

2016年度の主な活動実績

4月28日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　関西シンビオ講演会(黄檗会との共催：京都）
8月24日　　 第２回理事会・第1回研究談話会(京都)
8月30～
　　9月 2日 ＩＦＡＣ/ＨＭＳ国際会議に協賛(京都)
9月26～28日 ＩＳＳＮＰ2016に協賛(京都)
10月 2日～
　　　　7日 ＰＳＡＭ13国際会議に協賛(ソウル)
10月31日　　第3回理事会・第2回研究談話会(東京)　　 
12月 2日　　第4回理事会・東京シンビオ講演会
2017年
1月27日 　　第5回理事会・第３回研究談話会(京都)
3月 7日　　 第6回理事会(京都)
3月27日　　 第7回理事会(京都)
4月12日　　 第8回理事会(京都)
　　　　　　

2017年度の主な活動予定

4月26日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　関西シンビオ講演会（京都）

10月～11月　第3回理事会

2018年
1月　　 　　第4回理事会
4月～5月 　 29年度第5回理事会
　　　　　　30年度通常総会・第1回理事会

 

8月　　　　 第2回理事会(京都)
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